
池多小学校のあり方協議会

令和７年１月２４日
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目的
 池多小学校区の児童生徒にとってよりよい教育
環境を実現するために、学校再編の方向性等を定
めることを目的とする。

設立日

 令和６年４月２４日（水）



〇会 長  林正幸（自治振興会長）
〇副会長  中山治彦（池多小学校PTA会長）
〇委 員  田上和信（西押川町内会長）
      藤井泰三（北押川町内会長）
      山﨑信司（山本町内会長）
      栗林信夫（平岡町内会長）
      松岡英治（開ヶ丘町内会長） 
      有澤久志（池多小学校教育後援会長）
      髙山芳樹（池多小学校PTA相談役）
      田上和彦（池多小学校PTA監事）
      岡﨑能理子（池多保育所保護者会長）
      小谷祐美（池多児童クラブ育成協議会長）
〇監 事  奥野明博（自治振興会副会長・三熊町内会長）
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第１回（令和６年４月２４日）
 ・池多小学校の児童数の推移などの状況を確認

第２回（令和６年６月２１日）
 ・池多小学校のあり方と今後の活動について、意見交換

第３回（令和６年８月２２日）
 ・浜黒崎小学校のあり方協議会会長による講演会を開催

第４回（令和６年１０月２４日）

 ・池多小学校の学校再編の方向性について、意見交換

第５回（令和６年１１月１４日）
 ・老田小学校見学会を開催

第６回（令和６年１２月１８日）
 ・池多小学校のあり方協議会の方向性の決定
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今後の活動について

学校統合の議論が先行している地区の委員
による講演会

学校見学会

あり方協議会による地区説明会
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浜黒崎小学校のあり方協議会

（浜黒崎校下自治振興会）
会長 渡辺 正蔵 様

地域のことは大人の責任であり、
子どもたちの教育環境を第一に考えてほしい。
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池多小学校の再編の方向性について

 池多小学校を「統合するのか」、「統合せず

現状のままとするのか」意見交換を行った結果、
統合に向けた話合いを進めることとしました。

老田小学校見学会の開催

 統合の相手先の候補となる老田小学校を見学し、
統合先の検討の参考とすることとしました。



〇ケース①「呉羽地区の小学校が一斉に呉羽小学校へ統合する場合」

　

　
〇ケース②「池多小学校、古沢小学校の２校で統合する場合」

　

　

〇ケース③「池多小学校、古沢小学校、老田小学校の３校で統合する場合」

　

 　

統合にかかる年数 メリット デメリット

最低でも
10年以上

・呉羽中学校区として一斉に統
合することにより、統合を繰り
返すことがない。

・統合時期は、当分の間は統合し
ても大規模校となることから、適
正規模での統合が可能となるまで
年数がかかり、その間複式学級が
継続となってしまう。

統合にかかる年数 メリット デメリット

最短で
２年程度

・ケース別の内、最も早く統合
が実現できると想定され、短期
的には複式学級の解消が見込ま
れる。

・一時的には複式学級の解消が見
込まれるが、最短で令和１１年度
より再度複式学級の発生が見込ま
れ、再度の統合が考えられる。

統合にかかる年数 メリット デメリット

最短で
３年程度

・比較的短い期間で統合が実現
できると想定され、一時的には
複数クラス（１学年あたり２ク
ラス）の編制も可能となり、複
式学級の編制は当分の間は見込
まれない。

・児童数の減少により、いずれは
再度の統合が考えられる。

7【統合ケース別】統合にかかる年数とメリット・デメリットについて

‐7‐



- 8 -

 池多小・古沢小・老田小の１・２・３年生１１６名が
集まる三校交流会が行われ、他校の友達とも仲良く遊ん
でいる子どもたちの姿が見られました。
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普段の授業の様子や老田小学校の施設も見学してきました。
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『池多・古沢・老田小学校３校の

統合に向けた話し合いを進める。』


